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いなぎの街中で、こんなドラマが・・・。 

三沢川 
いきものがたり 

いこいの場として、みんなに愛されている三沢川。 

街中を流れるこの川には、思った以上にたくさんのいきものたちが暮らしていますよ。 

これは、６年間にわたってその姿を追ったドキュメンタリーです。 
 
                                    制作／島倉繁夫 （MEDIA PLAN  映像演出） 

６月１７日㊏ 10:00-12:00  14:00-16:00 

会場・稲城市城山文化センター・視聴覚室 各回 100名 

入場無料（今回限定） 

  

上映会のご案内 

●主催／「三沢川いきものがたり」上映実行委員会 

●共催／いなぎ ICカレッジ理事会（稲城市教育委員会教育部生涯学習課） 

●後援／ＮＰＯ法人市民活動サポートセンターいなぎ いなぎ発信基地ペアテラス（稲城市商工会） 

●協力／稲城市 

    稲城青年会議所 稲城市東長沼自治会 稲城市百村自治会 稲城市矢野口自治会 いなぎエコミューゼ  

    （株）インターメディアリー Green World Café    

 

●各回とも ３０分前開場 / 上映８５分 ＋ トーク 

★お申込先着順／いなぎ ICカレッジ事務局宛、事前に FAXまたは HomePageにてお申込みの上、開場時間

までにお越しいただきますと、優先的にご入場いただけます。 

FAX…042-378-3233（下欄にご記入の上 FAX してください）  HP・・・http://www.inagiic.net 

◎お問合せ／いなぎＩＣカレッジ事務局 TEL…042-370-2822 

     

 

●稲城市向陽台 6-7 Tel. 042-379-5411                                               
●京王相模原線稲城駅から長峰行き・若葉台駅行き・聖蹟桜ヶ丘駅行き・    
  稲城市立病院行きバス 「向陽台六丁目」下車 

 

いなぎ ICカレッジ プロフェッサー講座 
開設１０周年記念 

 



 
 
 
 
■多摩地域のすばらしい生活環境を再発見。 

昨今、生物多様性という観点から、生活に身近な生
きものたちの生態系を見つめ直そうとする機運が高
まっています。東京都稲城市は、南山と呼ばれる多摩
丘陵を背に、市内のほぼ中央を流れる一級河川三沢川
には実に多様多彩な生物が生息しています。つまり三
沢川は、日常的に人の生活圏内を流れていることから、
「里地里山」以上に身近な、いわば「街なか」の生態
系を示すものです。 
この作品は、6 年間にわたって三沢川の様子を撮影

したものをまとめたものですが、思った以上に多くの
生き物が生活していることに感動し、それはそのまま、
多摩地域の自然環境、生活環境の豊かさ、住みよさを
示すバロメーターではないかと感じました。 

その意味でこの作品は、環境や生態系など理系のテ
ーマにとどまらず、広く稲城の魅力そのものをアピー
ルするものであると自負し、街づくりのコミュニティ
や学校、観光、福祉等より広い場面で役立つことがで
きれば、制作者としてそれに過ぎる喜びはありません。 
 
■ヘビを見たことがこの作品づくりにつながった。 
 生物多様性を考えるときには、生態系が絡んできま
す。例の三角形で示される食物連鎖を考えるとき、三
沢川ではどんな生き物がその頂点に君臨しているの
でしょうか。いわゆる里山ではキツネなどの小動物や
オオタカ、チョウゲンボウといった猛禽類がトップに
位置していますが、三沢川では猛禽類は見かけません。
猛禽類の下はヘビやカラスなどですが、三沢川にヘビ
などいるのだろうか。 

ところが見たのです、ある日ヘビを。ヘビが生息で
きるということは、それより下位の生物が豊富に存在
するということ。「これは作品にできる」。そう思った 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
のでした。ある年など、1 日の取材で 4 匹もの個体を
撮影したことがありました。 
けれども、編集の段階で壁に突き当たりました。ヘ 

ビが苦手な人の存在です。生態系上ヘビの存在はとて
も重要なのですが、そのために作品を観てもらえなか
ったらどうしよう、とずいぶん悩んだものでした。で
も、その心配は杞憂に終わりました。試写会後の反応 
では、ほとんどの人が、「ヘビの出ない三沢川ドキュ
メンタリーなんて…」と言って頂けたのでした。 
 
■全 35シーンの見どころ（展開順） 
 「三沢川いきものがたり」は 37 のシーンで構成し
ましたが、その中の主なシーンをご紹介しましょう。 
・三沢川の桜吹雪 
・カラスとヘビのバトル 
・カワセミの求愛給餌 
・産卵期のマゴイとマルタウグイ 
・日本トカゲの縄張り争い 
・思いがけないヘビとの遭遇 
・ヘビと子スズメのかけっこ 
・ナマズのすりすり 
・アユの群れ 
・見事なコサギの漁 
・三沢川では珍しい鳥たち 
・コサギとカワセミのエソップ物語 
 
■チョイ役も入れると、全 65種を収録。 
「三沢川いきものがたり」に登場する生き物たちは、
昆虫などの脇役？も数えて 65 種になりました。環境
の豊かさを示す生物多様性という面からも、”稲城”
の住みよさの証明になればいいな、と思います。 
 
 
 
 

「いなぎ ICカレッジ」プロフェッサー講座開設 10周年記念上映会 

街中に見た生物のドラマ「三沢川いきものがたり」85分 

制作/島倉繁夫（MEDIA PLAN）   

 

■制作者紹介 
★島倉繁夫 1941 年、新潟県長岡市生。・1974 年よリ「MEDIA PLAN」の名称でフリーの映像ディレクターとし
て、国、自治体、公共団体、企業の PR 分野の映画、ビデオ、展示映像等の企画・構成(シナリオ)、演出を担当。
今回の作品ではその他に、撮影、編集、選曲、録音、ナレーションまで、監修と作曲以外のすべてを一人で担当し
た完全な自主制作。★お問合わせ、ご連絡先 E-Mail / sigfcm@gmail.com Tel. 042- 377 -6172  

 

 
コサギの群れ 

産卵期のマルタウグイ ♀ 
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